
名札に余計なシールを貼ったり、落書きしたりしないこと。 

～装飾品・化粧について～ 

アクセサリー類（ピアス、ネックレス、ブレスレット、ミサンガ等）、 

 化粧（マニキュア、アイプチ等も含む）、腕時計は禁止。 

   

 大瀬の過ごし方～服装の乱れは心の乱れ～ 

 服装は、大瀬中学校の一員であることを示すものです。清潔を心がけ、規定に従ってきちんとした 

服装をすること。また、服装は気候や体調に応じて各自で調整すること。 

 ☆ブレザー 

  ○ブレザーの下には学校指定のシャツを着用し、ブレザーの前ボタンをとめる。 

  ○シャツの下は単色で目立たない色の肌着を着用する。体操服（白）も着用可。 

ハイネックやタートルネックは不可。 

 ☆スラックス 

  ○ベルトは単色の、黒・濃紺・茶色で装飾のないものとする。  

  ○長袖シャツは外に出さない。 

 ☆スカート 

  ○スカートの丈を短くしたり、長くしたりすることを禁止する。 

  ○長袖シャツは外に出さない。 

 ☆半袖ポロシャツ 

  ○シャツの裾は外に出してもよい。 

  ○シャツの下は単色で目立たない色の肌着を着用する。体操服（白）も着用可。 

ハイネックやタートルネックは着用不可。 

 ☆セーター・ニットベスト 

  〇学校指定のものを着用する。 

 

名札 左胸につける。 

 

靴下 黒・濃紺・白色（ワンポイントのみ可） 

※式典時は黒か濃紺を着用すること。（タイツを着用する際はベージュ色等の目立たない色） 

 長さはひざ下までのもの。ルーズソックス不可。 

    黒・ベージュ色のタイツは単色で装飾の無いものであれば着用可。（防寒対策として） 

※タイツを着用する際は必ず上に靴下を履くこと。体育時は着用不可。 

 

下靴 運動に適した靴（運動靴）を履くこと。 ※ブーツ禁止（ブーツカット、ハイカットのスニーカーも不可） 

 

頭髪 髪染、脱色、パーマ、奇抜な髪形（過度な編み込みや段差のできるようなもの）、整髪料等使用禁止。 

ヘアアイロン等で髪を巻く行為も禁止。 

清潔に保ち、長い場合は学校生活の妨げにならないよう、ピン(黒、紺、茶)で留めるか、 

ゴム（黒、紺、茶）で束ねる方が好ましい。 

 

帽子 華美でないものであれば着用可。 ※登下校、体育時のみ 

防寒のための帽子（ニット帽など）は認めない。 

防寒具の使用について l 

   防寒具は、ブレザーを着用したうえで使用すること。 

 

☆防寒具として認められているもの 

         〇手袋・マフラー・ネックウォーマー（華美でないもの） 

          ※パーカー、耳あて、ニット帽は不可。 

         〇ウインドブレーカー・コート 

           各自で管理できる大きさのもので、派手な色やデザインのものは禁止。 

            ※防寒具の着用は原則登下校時のみ。 学級内では脱ぎましょう。 

 

☆その他、使用を認められているもの 

〇ひざかけ 

       自教室でのみ使用可。ひざかけ以外の使い方はしないこと。 

定期テストのときは使用禁止。 

        〇座布団 

           椅子からはずれないようにゴムやひもなどで固定すること。 

定期テストのときは使用禁止。 

 

 

式典の服装について 

 

  ☆ブレザーを着用する。（１学期終業式、２学期始業式は暑熱対策のため着用しなくてもよい） 

 

☆ブレザーの下には長袖のニットシャツを着用する。 

 

   ☆黒・濃紺の靴下を着用する。 

 

   ☆防寒対策でタイツを着用する際は、ベージュ色等の目立たない色。 

 

 

 

 

 

 

 



 
下靴 
運動に適したもの。色の指定は無いが、ハイ
カットやブーツカットは不可。 
 
上靴 
学年の色に対応したもの。氏名を書く。 
かかとを踏んだり、落書きしたりしない。 

スラックス(Ⅰ型・Ⅱ型) スカート 
ブレザー(Ⅰ型) 

ポロシャツ 

ブレザー(Ⅱ型) 

ニットシャツ 

いずれかを着用 どちらかを着用 服装 

 

ベルト 
黒・紺・茶色で、装飾のないもの。 
 

スカートの丈は短くしてはかないこと。 

ウエストを折って着用しない。 

ボタン 
2つとも閉じる。 

下には肌着を着
用し、裾は外に
出さない。 

名札 
左胸につける。 

下には肌着を着
用する。裾は外に
だしてもよい。 

名札 
左胸につける。 


